
園試・研究開発の方向性（素案）への意見等に係る対応状況 

 

意見内容 方向性への反映 反映ﾍﾟｰｼﾞ 

品種開発 

○中山間地向けの品種の開発が必要 ・品種開発項目に特産園芸作物を追加、 

現在、りんどうの育種を実施中 

７ 

○早生種、中生種、晩生でそれぞれ主

力品種開発が必要 

・極早生～晩生の品種開発を実施する

旨を記載 

７ 

○業務用野菜の品種開発が必要 ・品種開発項目に特産園芸作物を追加、 

 現在、加工用なすの育種を実施中 

７ 

○山形発の品種に付加価値のつけられ

る工夫が必要 

 

・「山形発」の高品質・多収栽培技術開

発を追加 

６ 

○山形発の品種を守る努力、良いもの

はきちんと県内で守る努力が必要 

・DNA マーカーによる開発品種の識別

技術の確立を追加 

７ 

技術開発 

○中山間地向けの技術開発が必要 ・品種開発と合わせて技術開発をする

旨を記載 

７ 

 

○業務用野菜の栽培技術が必要 ・加工需要向け栽培技術開発をする旨

を記載 

９ 

 

○野鼠の被害を減らせる技術開発が必

要 

・防除技術開発の項目に野鼠対策をす

る旨を追加 

 

９ 

○種子の発芽力を長く維持できるよう

な保管方法の開発 

・在来作物等の遺伝資源確保及び保存

する旨を記載 

７ 

○昔の品種がなくなってきている。山

形に来ないと柔らかいにらは食べられ

ない、ということがあってもよい 

・在来作物について特産品としての栽

培技術開発する旨を記載 

 

７ 

全般 

○一般農業者が研究成果を手に入れや

すい環境にあればよい 

・技術移転拠点施設（研修棟：建設中）

を活用した研修会実施する旨を記載 
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○先の食生活がどう変わっていくのか

見通しを考えながら開発する必要。簡

便に食べられるもの、健康視点など。 

・マーケット・インの考え方、消費者

への事前調査をふまえた研究課題設定

する旨を記載 

９ 

○中食産業に向けた食材、加工品を求

めている消費者が増えている 

・中食ニーズの高まっている旨を記載 

・加工需要向け栽培技術開発する旨を

記載 

４ 

９ 

 

資料５ 


